
 

  

   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

本 な 

く く わ 

だ 
紙を８つにおって、半分にひろげて

ね。てん線のところに、ハサミで、き

りこみをいれて、くみたてれば、本の

かたちになるよ！ 
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１ 

山田美津子／さく 

理論社 

 

２ 年 

E『 ひかるめのなぞ 』 

ささきふみひこ／著  

みらいパブリッシング 

 

３ 

こはるは金魚
きんぎょ

のしいくがか

りです。今日
きょう

は、おなじかか

りのまなちゃんが休
やす

みで、か

ずきくんもようじがあるそう

です。こはるは一人
ひとり

で水
すい

そう

のそうじをはじめますが、と

てもたいへんで、とちゅうで

かえることにしました。する

と次
つぎ

の日
ひ

、金魚のぐあいがわ

るくなってしまいます。 

 

ほとんどのほにゅうるい

は、くらいところで目
め

が光
ひか

る

ようにできています。きょう

りゅうが生
い

きていたころ、

昼間
ひるま

はものかげにかくれてく

らし、夜
よる

に食
た

べものをさがし

ていたからです。 

 今
いま

、人間
にんげん

の目が光らないの

はどうしてなのでしょうか。 

 

K913『 わたし、いえた！ 』 

深山さくら／作 北沢優子／絵  

岩崎書店 

 

K913『 やまだめいたちのえにっき 』 

デボラ・マルセロ／作 

なかがわちひろ／訳 

光村教育図書 

わ 

えにっきのしゅくだいがでま

したが、めいは、なにも書
か

くこ

とがありません。せっかくの休
やす

みなのに、どこにもでかけない

ので、たいくつでねむってしま

います。しばらくして、ひるね

からおきると、えにっきが書か

れていました。いったい、だれ

が書いたのでしょう？ 

 

 

ルウェリンは、いろんなもの

をあつめることがだいすき。友
とも

だちのエブリンといっしょに、

雨
あめ

あがりのにじや、広
ひろ

いうみの

なみの音をあつめて、びんの中
なか

に入
い

れていました。そんなある

日
ひ

、エブリンがとおい町
まち

にひっ

こしてしまいます。 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙を８つにおって、半分にひろげて

ね。てん線のところに、ハサミで、き

りこみをいれて、くみたてれば、本の

かたちになるよ！ 

本 

２０２０年、野口宇宙飛行士

が宇宙ステーションから、宇宙

食のサバ缶をしょうかいしまし

た。このサバ缶は、福井県にあ

る若狭
わかさ

高等学校の生徒たちが作

ったのです。若狭高等学校には、

「サバ缶実習」という伝統的
でんとうてき

な

授業
じゅぎょう

があります。この授業で作

ったサバ缶を宇宙食として認
みと

め

てもらうためには、安全基準
きじゅん

な

ど乗りこえなければいけない課

題がたくさんありました。 

 

だ な 

わ く 

４ 

く 

５ 年 ６ 

わ 
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とらまるは、〈まちの動物病

院〉で人間のまちの先生に飼
か

わ

れているねこです。夜、まちの

先生がねむると、とらまるはね

こ用のとびらの横にあるかんば

んをひっくり返し、〈やまの動物

病院〉として仕事をはじめます。 

しばらくすると、かぜをひい

たキツネや、手をけがしたモグ

ラが、とらまるのしんさつを受

けるため次々にやってきまし

た。 

 

悠
ゆう

馬
ま

は、神社で黒い紙で作ら

れたとかげをひろいました。そ

のとかげが夜になると本物の

ように動き出し、悠馬はこわく

なります。悠馬はクラスメイト

が通うおりがみ教室をたずね、

先生にとかげをあずけること

にしました。 

 その数日後、おりがみ教室の

前に警察
けいさつ

が集まっていました。

とかげをあずけた先生が、行方

不明になったのです。  

K913 

『 黒紙の魔術師
まじゅつし

と白銀の龍
りゅう

 』 

鳥美山貴子／著 講談社  

K913『 やまの動物病院 』 

なかがわちひろ／作・絵 徳間書店  

K667『 宇宙食
うちゅうしょく

になったサバ缶
かん

 』 

小坂康之／著 別司芳子／著 

早川世詩男／装画・挿絵 小学館 

  


